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７５
歳
以
上
の
医
療
に
２
割
負
担
導
入
ヘ

「全
世
代
型
稔
鱗
隅
欄
戦
車
の
方
益
端審
閣
議
決
定

社会保険労務士 光 木 事 務 所

昨
年
１２
月
、
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討

会
議
の
最
終
報
告

「全
世
代
型
社
会
保
障

改
革
の
方
針

一
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
１２
月
の
中
間
報
告
で
は
年
金

や
労
働
に
関
し
て
、
今
回
の
最
終
報
告
で

は
少
子
化
対
策
、
医
療
に
関
す
る
改
革
が

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

少
子
化
対
策
で
は
、
Ｃ
不
妊
治
療
の
保

険
適
用
、
２
待
機
児
童
の
解
消
、
③
男
性

の
育
児
体
業
取
得
促
進
等
、
医
療
で
は
、

①
医
療
提
供
体
制
の
改
革
、
②
後
期
高
齢

者
の
自
己
負
担
割
合
の
見
直
し
、
③
紹
介

状
な
し
の
大
病
院
外
来
受
診
時
の
定
額
負

担
拡
大
等
が
そ
れ
ぞ
れ
盛
り
込
ま
れ
、
総

じ
て
現
役
世
代
の
負
担
に
配
慮
し
、
高
齢

者
に
負
担
を
求
め
る
内
容
に
な

っ
た
と
い

え
ま
す
。

焦
点
と
な

っ
た
後
期
高
齢
者

（
７５
歳
以

上
）
の
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
の
見
直

し
に
も
、　
一
応
の
決
着
が
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
の
１
割
負
担
か
ら
２
割
負
担
と

な
る
の
は
、
す
で
に
現
役
並
み
所
得
者
と

し
て
３
割
負
担
と
な

っ
て
い
る
人
を
除
い

て
、
課
税
所
得
２８
万
円
以
上
で
、
単
身
世

帯
で
年
収
２
０
０
万
円
以
上

（複
数
世
帯

で
３
２
０
万
円
以
上
）
の
後
期
高
齢
者
で
、

対
象
者
は
３
７
０
万
人
と
な
り
ま
す
。
実

施
時
期
は
２
０
２
２
年
度
後
半
で
、
施
行

後
３
年
間
は
、
１
カ
月
の
負
担
増
を
最
大

で
も
３
０
０
０
円
に
収
ま
る
よ
う
経
過
措

置
が
導
入
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
　
　
　
．

２
０
２
２
年
度
以
降
、
回
塊
の
世
代
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、

後
期
高
齢
者
支
援
金

（現
役
世
代
か
ら
の

支
援
金
）
の
急
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
今

回
の
自
己
負
担
割
合
の
見
直
し
に
よ
り
、

２
０
２
５
年
度
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
は

８
４
０
億
円

（現
役
世
代

一
人
当
た
り
年

８
０
０
円
）
削
減
さ
れ
る
も
の
の
、
焼
け

石
に
水
と
評
す
る
研
究
者
も
い
ま
す
。
後

期
高
齢
者
は
団
塊
の
世
代
が
７５
歳
以
上
に

な
る
２
０
２
５
年
ま
で
急
増
し
、
そ
の
後
、

横
ば
い
と
な
る
も
の
の
、
そ
の
間
も
少
子

化
の
影
響
で
現
役
世
代
は
ま
す
ま
す
減
少

し
て
い
く
た
め
で
す
。

全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
で
の
議

論
は
、
当
初
か
ら
税
制
改
正
等
を
前
提
と

し
な
い
も
の
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
目
指
す
の
で
あ

れ
ば
、
や
は
り
そ
の
裏
付
け
と
な
る
税
制

改
正
等
と

一
体
的
な
議
論
が
必
要
に
な
る

と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



同一労働同一賃金 (基本給②)

「
評

価

項

目

Ｌ

ウ

エ
イ

ト

」

「
ス
ケ
ー
ル
」
の
三
要

素

で
構

成

錘
撃
隷
鶴
盛
誘

厚
生
労
働
省
が
示
し
て
い
る
職
務

（役
割
）
評
価
は
、
職
務
内
容
を
構
成

要
素
ご
と
に
点
数
化
し
、
そ
の
合
計
点

数
で
職
務

（役
割
）
の
大
き
さ
を
評
価

す
る
も
の
で
す
。
評
価
は
、
下
表
の
と

お
り

「評
価
項
目
」
「
ウ
エ
イ
ト
」
「
ス

ケ
ー
ル
」
の
三
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

「評
価
項
目
」
で
は
、
職
務
内
容
に

つ
い
て
８
つ
の
構
成
要
素

（①
人
材
代

替
性
、
②
革
新
性
、
③
専
門
性
、
④
裁

量
性
、
⑤
対
人
関
係
の
複
雑
さ

（部
門

外
／
社
外
）
、
⑥
対
人
関
係
の
複
雑
さ

（部
門
内
）、
⑦
問
題
解
決
の
困
難
度
、

③
経
営
へ
の
影
響
度
）
か
ら
職
務
の
大

き
さ
を
測
定
し
ま
す
。
「
ウ
エ
イ
ト
」

賃
金
の
最
も
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る

基
本
給
は
、
正
社
員
と
非
正
規
社
員
と
で

決
定
基
準
が
異
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
こ
と

か
ら
、
そ
の
均
等

・
均
衡
待
遇
を
図
る
こ

と
が
難
し
い
項
目
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
そ
う
し
た
基
本
給
項
目
へ
の
対
応
と

し
て
、
厚
労
省
が
示
し
て
い
る
職
務
評
価

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

は
、
企
業
の
事
業
特
性
な
ど
に
応
じ
て
、

各
構
成
要
素
の
重
要
度
に
つ
い
て
ウ
エ

イ
ト
付
け
し
ま
す
。
最
後
の

「
ス
ケ
ー

ル
」
は
、
構
成
要
素
別
に
ポ
イ
ン
ト
を

下
表
の
例
で
あ
れ
ば
、
Ａ
も
Ｂ
も

合
計
ポ
イ
ン
ト
は
２２
で
す
か
ら
、
職

務
全
体
の
大
き
さ
は
同
じ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
Ａ
と
Ｂ
の
賃
金
を
比
較
し

ま
す
が
、
そ
こ
で
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
の
が

「人
材
活
用
の
仕
組
み
や

運
用
等
」
の
違
い
で
す
。
Ａ
と
Ｂ
と

で
、
配
置
転
換
や
転
居
を
伴
う
転
勲

突
発
的
な
残
業
な
ど
へ
の
対
応
で
違

い
が
あ
れ
ば
、
賃
金
単
価
の
算
出
に

お
い
て

「活
用
係
数
」
を
設
定
し
ま

す
。
活
用
係
数
は
、
正
規

・
非
正
規

で
全
く
同
じ
場
合
は
１
・
０
と
し
、

付
け
る
際
の
尺
度
で
、
難
度
等
順
に

５
～
１
で
評
価
し
ま
す
。

評
価
項
目
別
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
ウ

エ
イ
ト
」
×

「
ス
ケ
ー
ル
」
で
計
算
し
、

各
人
の
構
成
要
素
の
総
合
計
ポ
イ
ン
ト

を
出
し
ま
す
。

そ
の
違
い
に
応
じ
て
従
業
員
の
納
得
が

得
ら
れ
る
合
理
的
な
係
数

（１
未
満
）

を
決
め
ま
す
。

Ｂ
が
月
給
制
で
あ
れ
ば
時
間
当
た
り

基
本
給
を
算
出
し
た
上
で
、
こ
れ
に

「
活
用
係
数
」
を
乗
じ
て
Ａ
と
比
較
す

る
賃
金
単
価
と
し
ま
す
。
Ａ
が
時
間
給

で
あ
れ
ば
そ
の
額
と
比
較
す
れ
ば
よ
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ａ
と
Ｂ
は
職
務
全

体
の
大
き
さ
が
同
じ
わ
け
で
す
か
ら
、

時
間
当
た
り
の
賃
金
単
価
に
差
が
な
け

れ
ば
均
衡
待
遇
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
大
筋
の
考
え
方
を
紹
介
し

た
だ
け
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
厚
労

省

『職
務
評
価
を
用
い
た
基
本
給
の
点

検

・
検
討
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
参
照
く
だ

さ
い
。

(例)非 正規社員と正社員の職務の大きさ

評価項目 ウエイト
A(非 正規社長) B(正 社員)

スケール ポイント スケール ポイント

①人材代誉性 1 2 2 2 2

②革新性 1 1 1 2 2

③専門性 2 3 2 4

④裁量性 1 1 1 2 2

③対大関係の複雑さ(部門外/社外) 2 2 2 4

⑥対人関係の複雑さ(部門内) 1 3 3 3 3

②問題解決の困難度 2 2 2 4

③経営への影響度 1 1 1 1 1

合 計


